
　
日
本
の
国
土
面
積
の
約
７
割
を
占
め
る

森
林
。
森
林
率
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
次
い
で
世
界
第
３
位
を
誇

り
、
世
界
有
数
の
森
林
国
と
言
え
る
。
し

か
し
、
安
い
外
国
材
の
輸
入
な
ど
で
国
産

材
が
活
用
さ
れ
ず
、
林
業
従
事
者
の
減
少

も
相
ま
っ
て
、
放
置
さ
れ
、
荒
廃
し
て
し

ま
っ
て
い
る
森
が
数
多
く
あ
る
の
が
日
本

の
林
業
の
現
状
だ
。

　

そ
ん
な
中
、「
木
を
育
て
る
」
か
ら

「
伐
る
」「
使
う
」
ま
で
一
貫
し
て
担
う
循

環
型
林
業
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
《
邑

智
郡
森
林
組
合
》
だ
。
全
国
４
位
の
森
林

率
を
誇
る
島
根
県
。
中
で
も
組
合
が
所
管

す
る
邑
智
郡
３
町
と
江
津
市
桜
江
町
は
多

く
の
山
を
抱
え
て
い
る
。「
山
は
、
木
材

な
ど
の
林
産
物
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、

山
崩
れ
や
洪
水
を
防
い
で
国
土
を
守
っ
た

り
、
水
を
蓄
え
た
り
す
る
ほ
か
、
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
・
固
定
す
る
こ
と
で
地
球
温

暖
化
を
防
止
す
る
な
ど
多
面
的
な
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。
適
切
に
管
理
す
れ
ば
次

世
代
に
も
つ
な
げ
て
い
け
る
持
続
可
能
な

資
源
。
先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
豊

か
な
資
源
を
守
り
、
生
か
す
こ
と
で
、
地

域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
」。
植

田
淳
代
表
理
事
組
合
長
の
言
葉
と
表
情
か

ら
は
、
郷
土
を
守
り
育
て
る
と
い
う
強
い

意
思
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
林
業
従
事
者
の
環
境
整
備
に
も
注
力
し

て
き
た
。
組
合
発
足
当
初
の
従
業
員
は
全

員
が
55
歳
以
上
。
労
働
環
境
や
安
全
対
策

も
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
見
直
す
と

共
に
給
与
体
系
や
働
き
方
な
ど
を
再
構
築

し
、
林
業
の
魅
力
発
信
も
進
め
た
。
そ
の

効
果
も
あ
り
、
約
20
年
前
か
ら
若
者
の
求

職
が
増
え
、
現
在
は
熟
練
技
術
者
と
し
て

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
木
は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
く
、

植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
や
条
件
も
さ
ま
ざ

ま
。
基
礎
知
識
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
記
し
た

も
の
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
指
標
に
過

ぎ
ず
、
最
終
的
に
は
現
場
で
学
ん
で
い
く

し
か
な
い
。「
山
に
は
危
険
も
多
い
。
経

験
を
積
み
重
ね
、
木
や
山
を
知
る
中
で
、

危
険
へ
の
対
応
技
術
も
身
に
付
き
ま
す
。

経
験
が
嘘
を
つ
か
な
い
仕
事
で
す
」
と
植

田
組
合
長
。
組
合
で
は
、
業
務
で
使
う
各

種
重
機
の
資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援
す

る
な
ど
、
作
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
林
業
の
現
場
で
は
近
年
、
複
数
の
工
程

を
一
貫
し
て
行
え
る
高
性
能
機
械
が
普
及

し
、
作
業
の
効
率
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て

い
る
。
組
合
で
も
今
春
、
輸
送
用
ド
ロ
ー

ン
で
の
苗
の
運
搬
を
試
験
的
に
実
施
、
作

業
員
の
労
働
負
荷
が
減
っ
た
。
最
先
端
の

技
術
を
活
用
し
、
大
自
然
と
と
も
に
人
が

豊
か
な
資
源
を
守
り
、
未
来
に
残
す
。
そ

れ
が
21
世
紀
の
林
業
だ
。

　
１
９
８
８
年
、
邑
智
郡
内
７
組
合
の
合

併
に
よ
り
発
足
。
ス
ギ
丸
太
の
価
格
は
80

年
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
始
め
て
お
り
、
55

年
に
は
50
万
人
以
上
い
た
林
業
従
事
者
が

約
５
分
の
１
に
ま
で
減
少
。
林
業
の
危
機

が
叫
ば
れ
始
め
て
い
た
時
期
、
組
合
は
事

業
の
多
角
化
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
。
管

内
に
菌
床
椎
茸
榾ほ
だ
木ぎ

セ
ン
タ
ー
や
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
建
設
。
自
走
式
粉
砕
機
を
導
入

し
、
木
く
ず
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
を
収

集
・
運
搬
・
処
理
す
る
業
務
も
ス
タ
ー
ト

し
た
。
03
年
に
は
木
質
有
機
堆
肥
の
販

売
、
15
年
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用

燃
料
供
給
も
開
始
。
現
在
は
バ
イ
オ
発
電

用
に
月
約
１
０
０
０
ト
ン
、
製
紙
用
に
同

量
の
チ
ッ
プ
を
出
荷
す
る
も
、
ま
だ
ま
だ

供
給
が
追
い
付
か
な
い
ほ
ど
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
。
家
庭
で
の
剪
定
枝
や
町
管
理
の
樹

木
も
処
理
で
き
る
よ
う
、
一
般
廃
棄
物
処

理
の
許
可
取
得
も
目
指
し
て
い
る
。

　
多
角
化
を
進
め
た
の
は
、
循
環
型
林
業

を
実
現
す
る
た
め
だ
。
ま
ず
、
伐
採
し
た

場
所
を
整
備
し
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
苗
木

を
植
え
、
下
刈
り
や
間
伐
な
ど
を
行
っ
て

「
育
て
る
」。
50
～
80
年
と
い
う
長
い
年
月

を
経
て
直
径
30
セ
ン
チ
前
後
に
な
れ
ば

「
伐
る
」。
間
伐
や
主
伐
で
伐
ら
れ
た
木

は
、
建
築
用
材
だ
け
で
な
く
、
製
紙
用

チ
ッ
プ
や
木
製
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
、
菌

床
榾
木
や
堆
肥
な
ど
と
し
て
「
使
う
」。

す
べ
て
が
循
環
し
て
初
め
て
、
限
ら
れ
た

資
源
を
無
駄
な
く
使
え
、
次
世
代
に
残
す

高
性
能
機
械
や
ド
ロ
ー
ン
も
活
用

日
々
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
現
場

邑智郡森林組合
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邑
お お ち ぐ ん し ん り ん く み あ い

智郡森林組合

山は持続可能な豊かな資源
循環型林業で未来をつくる

使い道に応じて加工し、
森林の恵みを使い切る

小さな苗木を植栽し、
世話をして育てる

先人の保育に感謝し、
森林資源を継承する

建築材として使われない針葉樹や
広葉樹は工場に持ち込まれ、製紙用
チップや菌床ブロック、木質バイオ
マスチップなどに加工。事業活動で
発生した木くずは粉砕し、有機堆肥
化して販売している。森林の恵みを
余すところなく使い切ることが、循
環型森林経営を支えている。

木材にできる大きさに成長したら伐
採して搬出。木の重心などによって
倒し方も1本1本異なるため、経験と
知識、そして十分な安全確認が求め
られる。重くて長い木を伐り出すの
は重労働だが、近年は高性能林業
機械の活用で、作業の効率化や安
全性向上が図られている。

伐採跡地を整備後、長さ20～30セ
ンチ程度のスギやヒノキの苗木を１
本ずつ人の手で植える。下草より大
きくなるまでの約5年間は、こまめに
下刈りし、苗に十分な光や栄養分を
与える。ある程度育つと除伐や枝打
ち、間伐を行い、利用価値の高い木
のみを残していく。

合併当時から、森林整備や林業従事
者の労働環境改善などに注力して
きた植田淳代表理事組合長。「迫力
ある伐採作業が注目されがちです
が、大切なのは一見地味な保育。昔
の人が懸命に育ててきた木を、数十
年後の今、使わせてもらっているこ
とを忘れてはいけない」

高性能林業機械駆使し、
効率的に伐採・搬出
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邑智郡森林組合

新築した自宅では
薪ストーブを満喫
広島県安芸高田市から
通う若宮さん。「山に入
れば自分との闘い。木と
向き合う仕事です」。新
築した自宅には薪ストー
ブを設置。休日は、近
隣住民に依頼されて私
有林の木を伐採すること
も多く、薪には事欠かな
い。「プライベートにも
役立っています」と笑う。

山を手入れして
地域の災害を防ぐ
伐採作業中、入組2年目
の新人には先輩作業員
から何度も怒号が飛
ぶ。しかし、「一瞬の油
断や判断ミスが大けがに
つながりますから。鍛え
られています」と敬意を
払う。山の手入れは、
災害発生をも左右する。
「地域を守る一端を担っ
ていると自負していま
す」

高需要のチップ
段取りして出荷
加工した各種チップの需
要は高いが、工場に運
ばれてくる丸太の量は急
激に増やせない。「木は
誰にでも伐ることができ
ません。担い手育成と
山の整備事業のバランス
も大切です」。班長とし
て、チップを搬出する運
送会社や現場スタッフと
の段取りにも気を配る。

採用担当者からあなたへ

事業内容

総務課 課長
光田 明裕さん

森林整備事業、販売事業、加工事業、指導事業

邑智郡森林組合

引き継がれてきた地域の財
産を、将来の世代につない
でいくというスケールの大き
さが林業という仕事の魅力
の一つ。大自然の中、季節
の移り変わりを肌で感じ
ながら、身一つで作業で
きるのも爽快なものです。
残業がなく、休みも確実に
取れるので、オフを充実さ
せている人も多いです。

公式サイトは
こちら

0855-72-0277

shinrin@mx.miracle.ne.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和63（1988）年8月1日
代表者　代表理事組合長　植田 淳
職員数　95名（男88名　女7名）
本　所　島根県邑智郡川本町大字因原66
電　話　0855-72-0277

邑智郡、江津市、大田市
浜田市、飯石郡、広島県

　苗木を植栽し、世話をしながら樹木を育てる森林

整備を担当。わずか20～30センチ程度の小さな苗

が太陽の光や土からの養分を十分に吸収できるよう

周辺の草を刈ったり、大きくなったら枝打ちや間伐

をしたりして、大きく育てていくのが仕事だ。3年

前、希望して伐採・搬出部門から転属した。「出来

上がった木を伐ることより、小さい苗から手間暇か

けて育て上げる方が自分の性分に合っている気がし

て」と照れ臭そうに笑う。

　季節によって業務内容は異なり、特に炎天下の

中、苗周辺の草を刈る作業は体に堪える。夏季は

午前5時から作業を始め、休憩を挟んで昼には終了。

「体力は付きましたね。同級生4人と富士山に登りま

したが、自分だけが頂上までへばりませんでした」。

冬季の間伐作業では、高さ20mにも育った樹木を

全体の3割ほど間引くという。「もったいない気がし

ますよね。でもいい木を残すためには大切な作業

なのです」

　小さな頃から家族で近所の小さな山に登るのが

好きだった。「木が育つには数十年かかります。先

人の意志を受け継ぎ、次の世代へと財産を残せる

仕事に誇りを感じます」

　福祉業界から転職。障がい者の就労支援施設で

木炭や薪の生産に関わる中、林業への関心が高まっ

た。「チェーンソーやワイヤーで山から伐り出す作業

が面白くて。いろんな大型機械に乗ってみたいとい

う好奇心も強かったんです」。同級生から組合の求

人を聞き、新天地に足を踏み入れた。

　入組後、各種車両建設機械の資格を取得。伐り

出した原木を大型トラックで工場に運んだり、粉砕

した木くずを発酵して有機たい肥化したりする業務

を経て、現在は建築材に不向きな木を製紙用チップ

に加工する工場の班長を担う。工場に運ばれてくる

木や枝葉は1日計約90トン。原木はまず適度な長さ

に専用の機械でカットし、皮をはいで、チップ状に

加工する。「木が真っ直ぐの部分でカットしないと皮

がはがれにくくなります。重機で原木をつかむ時点

から位置を考えますし、チップ状に仕上がった時点

でも目視で状態をチェックしています」

　工場内は木の粉塵が飛び、空調服も使えない。

「暑いのは大変ですが、好きなのか続けています」

と笑顔を見せる。地元産木材を活用し、自宅も新

築。「木の家はいいですね」

　幼い頃からの夢だった芸人や漫画家を目指したの

ち、弱冠28歳で祖父母が邑南町に残した家を継ぐ

ことに。そこで出合ったのが林業という仕事だった。

「自然の中で働きたいという気持ちが強く、惹かれ

ました」。広島市街地で育ち、山とは縁がなかった

が、20歳の頃に自転車での日本一周を経験。アッ

プダウンの地形や満天の星空を体感し、自然への

関心が生まれていた。

　組合への就職が決まった後、県立農林大学校林

業科に進学。2年間、林業に関する知識や技術を学

んだ上で昨春から山で働き始めた。10年以上の経

験があるベテラン技術者と共に、立木の伐採や搬

出などを担当する。「農大で練習したのは真っ直ぐ

な木がほとんどでしたが、現場では極端に曲がって

いたり寝ていたりする木も。1本として同じ木はな

く、最も適した伐り方を考えなくてはいけません

が、まだまだミスばかりです」と汗をかく。伐る木

は長さ数十メートル、重さ数百キロ。狙った場所に

倒せなければ、危険でロスも大きく、慎重な作業

が求められる。

　現場は日々変わる。「同じ空間に居るのが苦手な

ので性に合っています」と笑う。

現業職員
日野山 大輔さん（32）

入組2年目

邑南支所現場技術員
若宮 祐次郎さん（42）

入組22年目

チップ工場班長
金山 慎也さん（38）

入組14年目

手塩にかけて育て上げ、次世代に継承する

木と向き合って最適な伐り方を考える

建築材に不向きな木は、無駄なくチップに加工

採用エリア（勤務地） 

120121


